
薬 学 生 新 聞

　薬学教育６年制の学生を対象とした初
めての薬剤師国家試験（第97回）が、
2012年３月３、４の両日、全国９会場
で実施されました。近年、薬学を取り巻
く環境の変化に伴い、患者本位の医療を
実現するために、「責任ある行動」が取れる薬剤師像が求
められています。国家試験でも、責任ある行動を取るため
の総合的能力、問題解決能力が養われているかどうかの判
定が重要なキーポイントになっています。薬剤師国家試験

（第98回）が13年３月２、３の両日で実施されることが発
表されました。今回は前回に引き続き「出題領域別のポイ
ント」として、「病態・薬物治療 、法規・制度・倫理 、実
務 」の勉強の指針を紹介します。

第98回薬剤師国家試験の領域別ポイント
薬学ゼミナール大阪教室教室長　岡本 耕司

＜予想される出題傾向と対策＞
　患者の病態生理を理解し、適正
かつ安全な薬物治療を行うために
必要な知識を問うものや、代表的
な疾患の臨床検査、適切な治療薬
の選択、使用上の注意等について
出題されると思います。
　□代表的な疾患及び話題になっ
ている疾患（感染症、悪性腫瘍、
代謝系疾患など）
　□症例、検査値を挙げて診断や
治療薬などを問う“症例・処方問
題” 
　複合問題につながる症例・処方
問題では、正常な状態（機能形態
学、生化学、検査値）を把握し、
治療薬の選択、検査値、処方薬の
薬理作用、処方薬の製剤特徴、投
与経路、服薬指導などを同時に復
習するとより効果的です。 
　□ＣＹＰの分子種など、薬物相
互作用に関する知識を問う問題
　□情報・検定に基づいた薬物治
療を理解するための基礎知識を問
う問題

＜予想される出題傾向と対策＞
　薬剤師としての業務を遂行する
に際して必要な法的知識及びこれ
らの関連する各種の制度、並びに
医療の担い手としての任務を遂行
するために保持すべき倫理規範的
知識や態度について出題されるこ
とが予想されます。

　法律などに照らして薬剤師の行
動等の適正を問う問題等です。
　□薬剤師としてだけでなく、医
療の担い手としての倫理規範を問
う問題
　□薬剤師が業務を行う上での行
動規範を問う問題（薬事法、薬剤
師法、医療法、管理薬に関する規
制など）
　□実際の薬剤師業務を遂行する
上で関わる内容（医療保険制度、
診療報酬点数表、介護保険制度、
健康保険法及び関係法令等）
　□薬剤師に関わる可能性がある
法的責任に関する内容（民事責任、

＜予想される出題傾向と対策＞
　医療や公衆衛生等に携わる薬剤
師の業務に関する基礎的及び実践
的な知識、技能及び態度を問う問
題が出題されることが予想されま
す。薬剤師が、医薬品を一商品と
してではなく、生命と関連性が高
いものであることを常に意識し、
患者を支援し、副作用の早期発見
・発生防止に努めることを含め、

　次に、出題区分について確認してみ
ましょう。
　「必須問題」は、全領域から出題され、
薬剤師として特に必要不可欠な基本的
資質が問われます。一般問題に比べて
比較的得点しやすいため、そこでの貯
金が合格の近道になります。
　「必須問題」の得点率が90％なら、

「一般問題」の得点率は56.5%で済み
ます。従って、「必須問題」では９割
の得点率を目指してください。
　「一般問題」は、薬剤師が直面する
一般的課題を解釈・解決するための資
質を問うもので、「薬学理論問題」と「薬
学実践問題」があり全領域から出題さ
れます。
　一般問題全般において計算問題が多
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症例、検査値から処方を読み解く実践
問題では、第96回国試まで記載され
ていた検査値の基準値の一部が第97
回国試より示されておりませんでし
た。よって、検査項目と基準値をしっ
かりと頭の中に入れておく必要があり
ます。
　そのほか、添付文書に記載されてい
る内容を問う問題も出題されており、
重要となる疾患（中枢神経系、循環器
系、呼吸器系、代謝系など）の薬物の
添付文書にも目を通して下さい。

　薬剤師国家試験（第98回）においては、薬学実践問題をよりつながりの
ある問題にすることにより、難易度アップが図られるものと予測されます。
また、第97回国試においては、足切りの対象となった科目に「衛生」が挙
げられましたが、第98回国試では他科目も起こり得る可能性が高く、年内
における苦手領域の克服が重要です。特に物理・化学・生物系では年内習得
が必要不可欠となります。

医薬品の安全性と有効性の確保の
ために薬の専門家として業務に携
わるべきことを理解しているかを
問う問題です。
　第97回国試と同様に、実践に
即した問題抽出・解決能力を確認
する観点から、実践の場で取り得
る解答肢の中から最も適切なもの
を選択する問題も出題されるでし
ょう。
　□血液製剤、消毒薬など医薬品
管理、後発医薬品、注射薬の調剤
　□処方箋鑑査、医薬品情報、処
方意図、服薬指導、疑義照会、副
作用など実際の医療業務に関する
問題
　□院内感染、チーム医療、調剤
過誤、薬局業務、地域における業
務、一般用医薬品

刑事責任、行政法上の責任、製造
物責任等）

く出題されておりましたが、今後もグ
ラフを使った問題や計算問題は増える
傾向にあると予測しています。公式の
理解と共に、たくさんの既出問題を解
くことで解法を習得して下さい。次に、

　国家試験合格を確実にするには既出問題の内容を完全に理解することが重
要です。
　既出問題に出題されている内容から、さらに科目単位での掘り下げと、他
科目へのつながりを意識した勉強が大切です。年内までに全科目の既出問題

（７～８年分）を習得し、年明けからは余裕を持って総復習ができる環境を
構築しておきましょう。
　受験生の皆さん、引き続き頑張りましょう。応援しております。

既出問題の内容を
年内に完全理解しよう
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